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べてるの家の歩みは、今から３０年前、統合失調症などをかか

えた当事者による自助活動に端を発している。その活動の中から

べてるの家は生まれた。そして、過疎地域に暮らすもっとも困難

をかかえた町民としての当事者の回復は、「地域の回復」と常に

一体と捉え、街づくりへの参加を志し、自ら仕事を興し、地域に

貢献してきた。そこから見えてきた回復とは「自分らしい苦労の

取り戻し」という言葉に象徴されるように、「いかに生きるか」

という生き方の模索であり、生きる苦労の具現化として常に「働

くこと」と「起業」することを大切にしてきた。「働くこと」を

あきらめ、そこから排除された当事者が、街の片隅で「地域のた

めに」という錦の御旗をかかげ歩み続けてきた歴史を振り返る中

で「精神障害者の回復と自立」のテーマに迫ってみたい。 

 


